
第 37 回ＪＡ山口県大会議案 

大転換期における新たな協同の創造～農業の復権、地域の再生、ＪＡ経営の変革～ 
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大転換期

(県農業) 

・生産基盤の弱体化 

・基幹的農業者の高齢化 

(ＪＡ) 

・協同組合意識の希薄化 

・人材育成が苦手 

・事業間連携が不十分 

(県農業) 

・担い手組織の着実な増加 

(ＪＡ) 

・総合事業の展開 

・協同組合理念と組合員組

織の存在 

・社会的な信用力 

・県内全域への店舗展開 

弱
み 

強
み 

・農地法の改正 

・「食」への安全・安心意

識の高まり 

・環境意識の高まり 

・自然・健康志向の高まり 

・ＩＴ技術の発展 

・地産地消の浸透 

・生産資材価格の高騰 

・規制緩和の拡大 

・ＷＴＯ農業交渉の行方 

・他業態との競争激化 

・県内人口の減少と高齢化 

・景気の低迷 

・地域間格差の拡大 

機
会 

脅
威

＜ＪＡのあるべき姿＞ 
「農業と地域社会に根ざした組織としての社会的役割の発揮」 

課題 

新 た な 協 同 の 創 造 

○協同組合理念に基づいた事業・活動の再評価

○農地制度の見直し 
○地域経済の格差拡大・農村経済の疲弊 ○第 36 回ＪＡ山口県大会決議の実践と成果・課題

ＪＡグループ山口をめぐる情勢と課題認識 

 戦略 

 
ＪＡ経営の変革

  

   

 

  

農業の復権 地域の再生 

 

 

   ・農業生産額と農業所得の

増大 

・地域農業を支える担い手

づくりの加速化と農地の

有効活用による自給力の

強化 

・国民合意のもとでの農業

政策の実現 

 

・組合員・地域住民のくらしの総合的

な支援 

・食農教育の取組み強化によるＪＡフ

ァンづくりと地域コミュニティーの

活性化 

・「助けあい」を軸とした地域セーフ

ティーネット機能の発揮 

・組織基盤の拡充と事業基盤の強化及

び組合員との関係強化 

・ＪＡらしい経営スタイルの

確立 

・総合事業性を発揮するため

のＪＡの健全経営の確立 

・ＪＡグループの事業伸長と

効率経営に向けた対応 

・活力ある職場づくり 

 

 

 

 

 

 

 




